
ＩＣＴ活用工事の手引き（受注者用）

Civil Engineering and Construction Department



１．目次

1

1．ICT活用工事の概要 ・・・ P 2

2．各種基準書 ・・・ P 3

3．ICT活用工事の流れ ・・・ P ６

4. 費用計上における留意事項 ・・・ Ｐ２３

５．その他 ・・・ P2５



１．ＩＣＴ活用工事の概要
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●実施した場合の費用計上
① ３次元起工測量・・・・・・・・・・・・・見積計上
② ３次元設計データ作成・・・・・・・見積計上
③ ＩＣＴ建設機械による施工・・・・・歩掛
④⑤ ３次元出来形管理、納品・・・・・・歩掛（率補正） or 見積

●工事成績評定における評価
①～⑤全てのＩＣＴ施工技術を活用

・・・・・創意工夫で２点加点
部分活用の場合

・・・・・創意工夫で１点加点

※土工1,000m3未満、小規模土工は、実施要領を参照※③ICT建機による施工を行う場合は、「システム初期費」、「保守点検費」を共通仮設費に計上
※④⑤の率補正は、面管理を実施した場合、共通仮設費補正係数1.2、現場管理費補正係数 1.1

ただし、工事発注後、受注者からの見積と比較し、安価な方を採用するものとする

ＩＣＴ活用工事（①～⑤）、 部分活用（②、④、⑤は必須）

３次元
起工測量

３次元設計
データ作成

ICT建設機械
による施工

３次元
出来形管理等
の施工管理

３次元
データの納品

① ② ③ ④ ⑤

ドローンやレーザー
スキャナー等により、
面的に３次元測量

数量算出、ＩＣＴ施
工、３次元出来形管
理等の活用のため、
３次元データを作成
するもの

３次元設計データと
ＩＣＴ建機により、
効率的に施工
・丁張不要
・補助作業員不要

３次元設計データと
多点観測結果を用い
た面的な出来形管理
を実施

３次元で作成した
データを納品するも
の

○ ICT活用工事は、①～⑤の施工プロセスにおいて、ICT施工技術を活用する工事

○ 各施工プロセスの内容、費用計上、工事成績評定の概要は下記のとおり（詳細はICT活用工事試行要領を参照）



２．各種基準書
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○ ICT活用工事に関する大分県、国土交通省の各種基準は、下記のとおり （受注者の主な基準書に、〇を記載）

○ 管理基準は「土木工事の施工管理基準及び規格値」、出来形管理は「３次元計測技術を用いた出来形管理要領
（案）」を参照

ICT活用工事実施要領
〇 ICT活用工事実施要領

出来形管理要領
〇 ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）

各種要領
〇 ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理監督・検査要領

〇 ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領

施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）

ステレオ写真測量（地上移動体）を用いた土工の出来高算出要領（案）

地上写真測量（動画撮影型）を用いた土工の出来高算出要領（案）

点検支援技術（画像計測技術）を用いた3次元成果品納品マニュアル（トンネル編）（案）

点検支援技術（画像計測技術）を用いた3次元成果品納品マニュアル（橋梁編）（案）

ＩＣＴ建設機械精度確認要領(案）

施工管理基準及び規格値
〇 土木工事の施工管理基準及び規格値

＜大分県＞

＜国土交通省＞



２．各種基準書
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○ 発注者が監督や検査の際に確認する内容は、「出来形管理の監督・検査要領」に記載

＜資料掲載場所＞

国交省HP https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html

＜国土交通省＞

出来形管理の監督・検査要領
〇 空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

〇 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

〇 無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督検査要領（土工編）（案）

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

TS等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

ＲＴＫ-ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

〇 地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案）

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案）

音響測深機器を用いた出来形管理の監督検査要領（河川浚渫工事編）（案）

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（河川浚渫工事編）（案）

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（護岸工編）（案）

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（表層安定処理・中層地盤改良工事編）（案）

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（固結工（スラリー撹拌工）編）（案）

３次元計測技術を用いた出来形計測の監督・検査要領（案）

３次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領(土工(1_000m3未満）・床堀工・小規模土工・法面整形工編)（案）

３次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領（構造物工（橋脚・橋台）編）（案）

３次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領（構造物工（橋梁上部工）編）

地上写真測量を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）

地上写真測量を用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案）

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）（案）



２．出来形管理要領（案）の構成
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＜全体の構成＞ ＜各編の構成＞

土工編の場合

各編の
構成

内容

第１章 本管理要領（案）に記載のない事項

第２章 適用の範囲

第３章
３次元計測技術を用いた出来形管理
に必要な実施事項

第４章 ３次元計測技術別の手順と実施事項

第５章 出来形管理基準及び規格値

第６章 数量算出

第７章 出来形管理写真基準

第８章 電子成果品の作規定

工事の流れや
出来形管理に関する
基本的な事項を記載

各測量における手順、
出来形計測方法を記載

構成 内容

第１編 総 則

第２編 土工編

第３編 舗装工編

第４編 路面切削工編

第５編 河川浚渫工編

第６編 護岸工編

第７編 表層安定処理等・固結工（中混合）編

第８編 固結工（スラリー撹拌）編

第９編 法面工編

第１０編 トンネル工

第１１編 基礎工（矢板・既製杭場所打）編

第１２編 第１１節 擁壁工編

第１３編 構造物工（橋脚・台）編

第１４編
土工 (1,000m3未満）・床堀工・小
規模土・法面整形編

第１5編 構造物工（橋梁架設・床版）編



３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）
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② 契約後

③ 施工計画書

④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

① 当初発注

受 注 者発 注 者

発注（費用計上）

ICT施工範囲 協議

施工計画書 作成施工計画書 確認

基準点等設置

3D起工測量

基準点等・精度 確認

設計図書の３D化指示 3D設計データ作成

チェックシート 提出チェックシート 確認

変更数量 協議（見積書、土量計算）

3D出来形測量
出来形管理資料 作成

電子納品

完成検査

出来形管理資料 確認

ICT活用計画書 提出

： 大分県ICT活用工事実施要領

： 監督・検査要領

： 出来形管理要領

【凡例】

○ ICT活用工事の流れは、下記のとおり。 詳細は、各基準書を参照のこと。



３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

② 契約後

③ 施工計画書

④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

① 当初発注

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合
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＜ 当初発注 ＞
発注者指定

・①起工測量、②3次元設計データ作成、 ④3次元出来形管理、⑤納品は、計上しない
（変更契約時に、①②は見積計上、④⑤は諸経費の率補正と見積を比較し計上）

・③ICT施工は、土木工事標準歩掛等のICT施工にて計上する

（工種により国交省ICT積算要領を参照。保守点検費・システム初期費も計上のこと）

受注者希望

・当初発注時は、ICT関係分は計上せず、契約後、受注者と実施の有無を協議する

（県実施要領P5）

・大分県ICT活用工事実施要領（別紙-1 土工） 【以下、県実施要領】
・大分県土木工事の施工管理基準及び規格値 【以下、県管理基準】
・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 【以下、監督・検査要領】
・３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案） 【以下、管理要領】

【基準書】



① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 契約後協議 ＞
活用範囲

・ICT施工の①～⑤の施工プロセスのうち、どの段階で活用するか協議する（県要領P4）

・具体的な工事内容や施工範囲を協議する（県要領P4）

・「ＩＣＴ活用計画書」を提出する（県要領P4）

② 契約後

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合

＜ＩＣＴ活用計画書（県要領P4）＞



① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 契約後協議 ＞

② 契約後

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（発注者）

＜測量 （ＵＡＶ等を用いた公共測量実施要領）＞ ＜ICT建設機械＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合

適用技術

・測量方法を協議する （UAV空中写真、UAVレーザー、地上型レーザーなど）

・ICT建設機械を協議する （MCバックホウ、MGバックホウ、ＭＣブルドーザなど）



② 契約後

① 当初発注
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④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 施工計画書 ＞

・施工計画書に、ICT建機による施工方法や施工範囲を記載する（管理要領P2-5）

・「管理基準及び規格」を記載する（県管理基準P2-5掘削工 など）

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

＜道路土工 掘削工（県管理基準P2-5）＞

③ 施工計画書

＜適用区域（管理要領P2-5）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



② 契約後

① 当初発注
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④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 施工計画書 ＞

・施工計画書に、使用機器・ソフトウェアを記載する（管理要領P2-78,79）

・添付書類として、精度確認試験結果報告書、飛行マニュアル、保守点検記録を添付する

（管理要領P2-50,51,196,197 ）

③ 施工計画書

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合

＜添付資料（管理要領P2-50、51）＞



② 契約後

① 当初発注
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④ 準備工

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 施工計画書 ＞

③ 施工計画書

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

＜精度確認試験結果報告書（管理要領P196,197）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

⑤ 起工測量

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 工事基準点の設置 ＞

・発注者から貸与された測量成果を基に、工事基準点を設置する

・工事基準点の測量成果等を発注者に提出する（管理要領P2-7）

＜工事基準点の設置（管理要領P2-7）＞

④ 準備工

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 起工測量 ＞

⑤ 起工測量

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

・測定精度や計測密度を確認の上、3D起工測量を実施する

・計測点群データから不要な点を削除し、起工測量計測データを作成する

・起工測量計測データを基に、設計照査を実施する際は、協議を行う（管理要領P2-48、8）

＜精度確認（管理要領P2-48）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合

＜起工測量（管理要領P2-8）＞



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 3次元設計データ作成＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑥ 3次元設計データ作成

・発注者から、指示書にて「設計図書の3次元化」を指示を受ける（監督・検査要領P5）

・3次元設計データを作成し、「3次元設計データチェックシート」を提出する

（管理要領P2-191）

＜3次元設計データチェックシート（管理要領P2-191）＞

＜3次元設計データ＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ ICT建機施工 ＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑦ ＩＣＴ建機施工

・施工計画書に基づき、ICT建設機械により施工する

＜ICTバックホウ＞ ＜ICTブルドーザ＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注

③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑪ 検査

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑧ 変更契約

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合
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＜ 変更契約 ＞

・現時点の３次元CADソフトウェアでは、積算上の作
業区分（片切・オープンカット等）について自動算出
できないため、土量の数量算出については、従来
通り土木工事数量算出要領（案）に基づく、横断図
による平均断面法を用いて算出する必要あり

・作業区分がない場合は、３次元CADソフトで算出
した数量を用いてよい

留意事項

発注者指定

・①起工測量、②３次元設計データ作成を見積により変更計上する

・④出来形管理、⑤納品は、率補正と受注者からの見積を比較し、安価な方を採用する

受注者希望

・実施した①～⑤の項目について、適切に費用計上する（県実施要領P5）

※土量算出については、従来の平均断面法又は起工測量による点群データを基に3次元CADソフト
ウェア等を用いた方式により算出（※留意事項）



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑩ 電子納品

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 出来形管理 ＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑨ 出来形管理

・出来形計測箇所や除外区間について、出来形管理要領を確認する（管理要領P2-30、2-31）

・３D出来形測量を基に、「出来形管理図表（ヒートマップ）」を作成する（管理要領P2-34）

＜出来形計測箇所、除外区間（管理要領P2-30、2-31）＞

＜出来形管理図表（管理要領P2-34）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑪ 検査

⑧ 変更契約

＜ 電子納品 ＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑩ 電子納品

・３次元設計データや出来形管理資料などのデータを「その他」フォルダに格納する

（管理要領P2-182）

※「大分県電子納品運用ガイドライン【工事編】」にデータの格納方法を定めていない
ことから、「ICON」フォルダを「その他」フォルダ内に格納のこと

＜大分県電子納品ガイドラインP3＞
＜フォルダ構成例・ファイル命名規則（管理要領P2-182）＞

格納すべきファイル

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑧ 変更契約

＜ 検査 ＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑪ 検査

書類検査

・検査員による、書類検査を受ける

施工計画書や工事打合せ記録簿でのICT関係書類の確認（監督・検査要領P6,7）

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合

書類検査で確認すべき内容

１）施工計画書

①使用機器・ソフトウェアの記載内容

②撮影計画の確認

③出来形計測箇所、出来形管理基準及び規格値等

④施工に関する記載の確認

２）設計図書の３次元化

３）工事基準点・標定点および検証点の測量結果等

４）３次元設計データチェックシート

５）精度確認試験結果報告書の確認

６）出来形管理図表

７）品質管理及び出来形管理写真の確認

８）電子成果品の確認（納品）

＜書類検査（監督・検査要領P6,7）＞



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑧ 変更契約

＜ 検査 ＞

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

⑪ 検査

書類検査

・検査員による、書類検査を受ける

・出来形管理図表（ヒートマップ）の確認（監督・検査要領P6）

（計測密度は、出来形計測では1点以上／0.01㎡、 出来形評価用（ヒートマップ）では1点以上／１㎡）

＜出来形管理図表（管理要領P2-34）＞

＜精度確認（管理要領P2-48）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



⑤ 起工測量

② 契約後

① 当初発注
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③ 施工計画書

④ 準備工

⑥ 3次元設計データ作成

⑦ ＩＣＴ建機施工

⑨ 出来形管理

⑩ 電子納品

⑧ 変更契約

３．ＩＣＴ活用工事の流れ（受注者）

＜ 検査 ＞

⑪ 検査

実地検査

・検査員による、実地検査を受ける

・施工管理データが搭載された出来形管理用トータルステーション等で設計面と実測値との標
高差が規格値内か確認（監督・検査要領P8）

・計測箇所は、平場上あるいは天端上の任意の箇所（法面等は対象外）

・検査頻度は、１工事につき1断面

＜計測箇所、検査頻度等（監督・検査要領P8 ）＞

※ICT土工 （UAVによる空中写真測量）の場合



４．費用計上における留意事項
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＜当初積算のフロー（ICT活用工事（土工）積算要領 （参考資料）P1）＞

○施工数量50,000㎥未満の場合

・施工数量からICT建機の計上割合（25％、５０％、１００％）を算定し、ICT建機分と通常建機分に数量を分けて積算

○施工数量50,000㎥以上の場合

・ICT建機の計上割合を25％に設定し、ICT建機分と通常建機分に数量を分けて積算

＜当初積算の例（ICT活用工事（土工）積算要領 （参考資料）P5）＞

１．掘削（ICT）における当初積算 ※ICT土工の場合（ICT活用工事（土工）積算要領）



４．費用計上における留意事項
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＜変更積算のフロー（ICT活用工事（土工）積算要領 （参考資料）P1）＞

・ICT建設と通常建機の機械稼働率が確認できる場合は、稼働率に応じてICT建機分と通常建機分に数量を分けて積算

・機械稼働率の根拠資料が確認できない場合は、稼働率を２５％とし、ICT建機分と通常建機分に数量を分けて積算

＜変更積算の例（ICT活用工事（土工）積算要領 （参考資料）P6,7）＞

２．掘削（ICT）における変更積算

※ICT土工（1,000㎥、小規模土工）の場合は、

全施工数量をICT建設機械使用割合100%とする

※ICT土工の場合（ICT活用工事（土工）積算要領）

稼働率の根拠資料の
提出が必要
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５．その他（土工1,000㎥未満）

３次元
起工測量

３次元設計
データ作成

ICT建設機械
による施工

３次元
出来形管理等
の施工管理

３次元
データの納品

① ② ③ ④ ⑤

＜ICT活用工事のフロー＞

不要
断面管理

モバイル端末による面管理も可

○ 土工1,000㎥未満では、起工測量は従来手法、出来形管理は断面管理が標準（面管理ではない）

○ 費用計上では、基本的に起工測量や出来形管理（面管理）を実施しないため、①④⑤の費用は計上しない

○ 工事成績評定では、ICT活用工事（断面管理）の場合は1点加算、面管理を実施した場合はさらに1点加算

●実施した場合の費用計上
① ３次元起工測量・・・・・・・・・・・・計上しない
② ３次元設計データ作成・・・・・・・見積計上
③ ＩＣＴ建設機械による施工・・・・・歩掛
④⑤ ３次元出来形管理、納品・・・・・計上しない

●工事成績評定における評価
②～⑤全てのＩＣＴ施工技術を活用（面管理）

・・・・・創意工夫で２点加点

②～⑤全てのＩＣＴ施工技術を活用（断面管理）
・・・・・創意工夫で１点加点

部分活用かつ面管理を実施
・・・・・創意工夫で１点加点

※受発注者間協議で、①起工測量、④出来形管理（面管理）を実施した場合は、
見積にて費用計上のこと


